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【第1章】日本語ってどんな言葉？

Key ＊ 詫び わ-び 人に迷惑を掛けたことをあやまること。謝罪。また、その言葉。

Key ＊ 意図 いと ①何かをしようと考えること。 ②何かをしようと考えている事柄。思惑。

3 至るところ いた-るところ 行くところすべて。あらゆる所。

3 ＊ 曖昧 あいまい はっきりしないこと。確かでないこと。ぼやけていること。また、そうしたさま。

4 やり玉に挙げる やり-だま-に-あ-げる 非難・攻撃の目標にして責める。

8 ＊ 訴訟 そしょう 訴える者と訴えられる者がおり、裁判機関が第三者としての立場から裁判をする手続き。

19 ＊ 歓談 かんだん 打ち解けて楽しく語り合うこと。また、その話。

20 中断 ちゅうだん 続いている物事を、途中で一時断ち切ること。また、一時途絶えること。

21 意図 いと ①何かをしようと考えること。 ②こうしようと考えていること。

23 語源 ごげん 個々の単語の本来の形や意味。また、個々の単語の成立の由来や起源。

24 濁る にご-る ①液体や気体に他のものが入りまじって透明でなくなる。 ②色や音が鮮明でなくなる。

25 ＊ 円滑 えんかつ 物事が順調に進むこと（さま）。

25 ＊ 均衡 きんこう いくつかの物事の間に力や重さのバランスがとれていること。

28 担う にな-う 引き受ける。負担する。せおう。

29 気兼ね きが-ね 他人の思いなどを考えて、気をつかうこと。遠慮。

37 ＊ 些細 ささい わずか。少し。

37 水臭い みずくさ-い 親しい間柄なのに、よそよそしい。

37 他人行儀 たにんぎょうぎ 親しい間柄であるのに、そうではないようによそよそしくすること（さま）。

39 ＊ 今日日 きょうび 今日このごろ。今どき。

39 不祥事 ふしょうじ 関係者にとって不都合な事件、事柄。

40 いささか 数量・程度が少ないさま。少し。いくらか。

40 しらじらしさ はっきりそうではないということが分かるさま。嘘であったり、本心でなかったりすることが、見え透いているさま

43 ＊ 素朴な そぼく-な 飾らず、ありのままなこと（さま）。

47 ＊ 諍い いさか-い 言い争うこと。争い。けんか。

49 メディアスクラム
社会的関心の高い事件などに対する報道機関の取材行動によって引き起こされる被害のこと。報道被害。集団的過熱取材。記者や報道陣が多数押し掛けることによって、
事件の関係者のプライバシーが侵害されたり、日常生活が脅かされること。世間や記者・報道陣

50 ＊ 巷 ちまた 世間。世の中。

52 ずんずん（と） ①人が、勢いよくためらわずに進んでいくさま。 ②物事が、勢いよくとどまることなく進むさま。

53 浸る ひた-る ①ある心理状態に入りきる。②水などに入る。つかる。

55 ＊ 不均衡 ふきんこう つりあいがとれていないこと（さま）。アンバランス。

3.「すみません」の言外の意味（p.24）


